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18
歳
選
挙
権

　
平
成
27
年
6
月
に
公
職
選
挙
法
が

改
正
さ
れ
、
選
挙
で
投
票
で
き
る
年

齢
が
「
満
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
全
国
で
約
2
4
0
万

人
、富
士
川
町
に
お
い
て
は
、3
4
0

人
（
5
月
31
日
現
在
）
の
人
が
新
た

に
選
挙
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
投
票
率

　
近
年
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
国
政

選
挙
、
地
方
選
挙
と
も
投
票
率
は
低

下
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
若

い
世
代
の
投
票
率
は
、
ほ
か
の
世
代

に
比
べ
て
低
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
12
月
に
行
わ
れ
た
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
年
齢
別

投
票
率
を
集
計
し
た
第
1
投
票
所
の

結
果
か
ら
も
、
町
の
若
い
世
代
の
投

票
率
は
、
ほ
か
の
世
代
に
比
べ
て
低

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

若
い
世
代
の
意
識

　
公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進

協
会
が
平
成
25
年
に
実
施
し
た
、
全

国
意
識
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
20
歳

〜
30
歳
代
の
若
者
が
投
票
を
棄
権
し

た
理
由
と
し
て
、「
選
挙
に
あ
ま
り
関

心
が
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
回
答

を
し
た
割
合
が
、
ほ
か
の
年
代
と
比

較
し
て
特
に
高
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
見
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
投
票
率
が

低
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
理

由
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
か
の
世
代
に

比
べ
て
政
治
的
な
関
心
が
低
い
こ
と

が
、要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

投
票
率
の
低
下
に
よ
る
影
響

　
若
い
世
代
の
投
票
率
が
低
く
な
る

と
、
そ
の
世
代
の
声
は
政
治
に
反
映

さ
れ
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
若
者
に
向
け
た
政
策
が

実
現
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
実
現
す

る
の
に
時
間
を
要
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

18
歳
に
な
っ
た
ら

投
票
に
行
こ
う
！

　
7
月
10
日
執
行
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
か
ら
満
18
歳
以
上
の
人
が
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
若
者
の
投
票
が
増
え
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
年
代
の
声
が
政
治
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
18
歳
を
迎
え
投
票
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
ら
、
大
切
な
一
票
を

無
駄
に
せ
ず
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ

う
。

7
月
10
日
は
、
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
す
。

特
集

18
歳
選
挙
権

〜
若
者
の
声
を
届
け
よ
う
〜

（町選挙管理委員会調べ）
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第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
、
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

◇
投
開
票
日
◇

　
7
月
10
日
（
日
）

◇
投
票
時
間
◇

　
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

◇
年
齢
要
件
◇

　
平
成
10
年
7
月
11
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
（
投
票
日
現
在
に
お
い
て
満

18
歳
以
上
の
方
）

◇
住
所
要
件
◇

　
平
成
28
年
3
月
21
日
以
前
か
ら
富

士
川
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
、
引
き
続
き
住
所
が
あ
る
方
も
し

く
は
同
日
以
前
に
転
入
の
届
出
を
し

た
方

　
ま
た
は
、
平
成
28
年
2
月
21
日
以

降
に
町
外
に
転
出
し
た
方
で
、
転
出

日
よ
り
3
か
月
以
前
か
ら
富
士
川
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

た
方
も
し
く
は
転
出
日
よ
り
3
か
月

以
前
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方

◇
期
日
前
投
票
◇

◎
場
所
お
よ
び
期
間

　
役
場
南
別
館
（
本
庁
舎
南
側
）

　
6
月
23
日（
木
）〜
7
月
9
日（
土
）

　
役
場
分
庁
舎

　
7
月
3
日
（
日
）
〜
9
日
（
土
）

※
ど
ち
ら
の
場
所
で
も
投
票
で
き
ま

す※
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い

◎
投
票
時
間

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

◇
不
在
者
投
票
◇

◎
場
所
お
よ
び
期
間

　
役
場
南
別
館
（
本
庁
舎
南
側
）

　
6
月
23
日（
木
）〜
7
月
9
日（
土
）

◎
投
票
時
間

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
財
務
課
内
）

　
☎
22
―
7
2
0
1

Q
　
若
い
世
代
の
人
た
ち
は
政
治

へ
の
関
心
が
低
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す

か
。

　
僕
も
高
校
時
代
は
、
政
治
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
記
事
な
ど

を
見
る
こ
と
も
な
く
、
正
直
あ
ま

り
関
心
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
自
分
た
ち
に
も
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
か
ら

は
、
周
り
の
友
人
た
ち
も
政
治
に

関
心
を
持
つ
人
が
増
え
、
僕
も
政

治
の
こ
と
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Q
　
7
月
10
日
に
は
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
投
票
に

行
こ
う
と
思
い
ま
す
か
。

　
投
票
に
は
行
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
18
歳
に
な
り
僕
た
ち
も
選

挙
で
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
投
票
で
き
る
権
利
を
持
っ
た
以

上
は
そ
の
権
利
を
使
い
投
票
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

Q
　
投
票
す
る
候
補
者
や
政
党
を

ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
か
。

　
自
分
で
勉
強
し
て
調
べ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
知
ら
な

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

周
り
の
人
に
も
い
ろ
い
ろ
聞
い
た

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
ん
な
情
報
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
自
分
な
り
に
考
え
て
投
票

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
権
を
得
た
若
者
の
声
を
聞
き
ま
し
た

　
新
た
に
選
挙
権
を
得
た
若
者
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
新
た
に
有
権
者
と

な
っ
た
小
河
内
康
弘
さ
ん
（
18
歳
・
青
柳
町
）
に
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

〜
投
票
で
き
る
権
利
を
使
い
た
い
〜

◇投票所◇

投票所 場　　　　　所 投票所 場　　　　所

第 1 最勝寺地区公民館 第 11 ふれあいプラザ

第 2 天神中條地区公民館 第 12 鰍沢中学校体育館

第 3 𣇃米地区公民館 第 13 本町南公民館

第 4 長澤地区公民館 第 14 高齢者ふれあいセンター

第 5 町立第 2保育所 第 15 旧五開小学校

第 6 青柳町地区公民館 第 16 十谷生活改善センター

第 7 町立第 3保育所 第 17 箱原集会所

第 8 平林地区公民館 第 18 鹿島集会所

第 9 ゆずの里ふれあいセンター 第 19 駅前通二丁目集会所

第 10 高下文化センター ※�入場券に記載されている投票所で投票
してください
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10
月
3
日
（
月
）
か
ら
、
役
場
分

庁
舎
を
閉
鎖
し
、
分
庁
舎
内
の
各
課

が
移
転
と
な
り
ま
す
。

【
移
転
先
】

　
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
↓

　

教
育
文
化
会
館

　
産
業
振
興
課

　
　
↓

　

本
庁
舎
東
別
館

　
土
木
整
備
課
・
都
市
整
備
課

　
　
↓

　

本
庁
舎
東
別
館
分
館

【
電
話
番
号
】※
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

　
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
2
1
5
1

　
産
業
振
興
課

　
☎
22
―
7
2
0
2

　
土
木
整
備
課

　
☎
22
―
7
2
0
3

　
都
市
整
備
課

　
☎
22
―
7
2
1
4

※
旧
町
民
会
館
は
「
役
場
本
庁
舎

東
別
館
」と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

役
場
分
庁
舎
内
の
各
課
が
移
転
し
ま
す

役場本庁舎

合同庁舎入口

鰍沢サービスセンター 移転先

産業振興課・土木整備課・都市整備課 移転先

10
3（月）
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峡
南
広
域
行
政
組
合
で
は
、
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
消
防
職
A
・
B　
若
干
名
（
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
）

　
看
護
師
（
慈
生
園
勤
務
）　
1
名

　
栄
養
士
（
慈
生
園
勤
務
）　
1
名

　
介
護
職
（
慈
生
園
勤
務
）　
2
名

　
（
峡
南
広
域
行
政
組
合
単
独
採
用

試
験
）

◆
受
験
資
格

【
消
防
職
A
】昭
和
63
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者

ま
た
は
平
成
29
年
3
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者

【
消
防
職
B
】昭
和
63
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
11
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
消
防
職
A
の
要
件
に
該
当

し
な
い
者
か
つ
高
校
を
卒
業
し
た
者

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
者

※
別
途
住
所
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
看
護
師
】昭
和
41
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
、
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

の
資
格
を
有
す
る
者

【
栄
養
士
】昭
和
41
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
、
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る

者

【
介
護
職
】昭
和
41
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
11
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
、
高
校
を
卒
業
し
た
者
も
し

く
は
卒
業
見
込
み
の
者
ま
た
は
同
程

度
の
学
力
を
有
す
る
者

・
普
通
自
動
車
免
許
所
有
者
お
よ
び

免
許
取
得
見
込
み
の
者
（
A
T
限
定

可
）

◆
受
付
期
間　
7
月
13
日
（
水
）
〜

8
月
10
日
（
水
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分（
土
日
祝
日
を
除
く
）

◆
試
験
日

　
1
次
試
験
9
月
18
日
（
日
）

◆
試
験
場
所

【
消
防
職
A・B
】
山
梨
大
学
甲
府
西

キ
ャ
ン
パ
ス
（
甲
府
市
武
田
）

【
看
護
師
・
栄
養
士
・
介
護
職
】
市
川

三
郷
町
役
場
六
郷
庁
舎

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
南
広
域
行
政
組
合　
総
務
課

　
☎
0
5
5
6
―
32
―
5
0
1
1

◆
募
集
種
目

　
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
自

衛
官
候
補
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、
防

衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
（
自

衛
官
候
補
看
護
学
生
）

※
資
格
・
要
件
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
―
2
8
3
―
1
5
9
1

◆
受
付
期
間

　

7
月
13
日
（
水
）
〜
8
月
10
日

（
水
）　
※
土
日
祝
日
を
除
く

◆
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分

・
郵
送
の
場
合
は
、8
月
10
日（
水
）

消
印
有
効

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
7
月
13
日

（
水
）
午
前
0
時
〜
8
月
4
日
（
木
）

午
後
5
時
15
分　
※
正
常
に
受
信
し

た
も
の
に
限
る
。

◆
試
験
日

　
第
1
次
試
験　
9
月
18
日
（
日
）

　
第
2
次
試
験　
10
月
24
日
（
月
）

◆
試
験
会
場

【
事
務
職
Ⅰ
】

　

山
梨
大
学
甲
府
西
キ
ャ
ン
パ
ス

（
甲
府
市
武
田
4
―
4
―
37
）

【
土
木
職
Ⅰ
・
Ⅱ
】

　
富
士
川
町
役
場
本
庁
舎
1
階
会
議

室●
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課　
人
事
給
与
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

平成28年度 富士川町職員採用試験案内
　町では、平成29年度採用する職員の試験を次のとおり実施します。

◆採用職種および受験資格など
職　　種 受　　験　　資　　格 採用予定人数

事務職Ⅰ
※町村職員統一
採用試験　

昭和63年 4月 2日から平成7年 4月 1日までに生まれた者で、
大学を卒業した者および卒業見込みの者ならびに同程度の学力を
有する者。かつ富士川町内在住者または採用後富士川町内に在住
できる者。

若干名

土木職Ⅰ・Ⅱ
※町単独採用試験

【土木職Ⅰ】
昭和63年 4月 2日から平成7年 4月 1日までに生まれた者で、
大学を卒業した者および卒業見込みの者ならびに同程度の学力を
有する者。
【土木職Ⅱ】
平成3年4月 2日から平成11年 4月 1日までに生まれた者で、
高校を卒業した者および卒業見込みの者ならびに同程度の学力を
有する者。
【土木職Ⅰ・Ⅱ共通】
※富士川町内在住者または採用後富士川町内に在住できる者。

若干名

　※いずれも、要普通運転免許証

自
衛
官
等
募
集
案
内

峡
南
広
域
行
政
組
合

職
員
採
用
試
験
案
内
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　町では、町内の公有地を売却します。購入を希望される方（法人可）は、期間内に申込手続きを行ってください。
売却者は、申込者が1人の場合には書類選考により、複数の場合には競争入札により決定します。競争入札の場合
は、表示価格が最低売却額になります。

①　長澤字新西2267−7（南側） ②　長澤字新西2267−8（北側）

③　鰍沢字起シ60−7 ④　鳥屋字宮沢455−1

面積：233.70㎡（70.69坪）　　地目：宅地
用途地域：第一種中高層
建ぺい率：60％　　容積率：150％

面積：237.22㎡（71.76坪）　　地目：宅地
用途地域：第一種中高層
建ぺい率：60％　　容積率：150％

面積：360.56㎡（109.06坪）　　地目：宅地
用途地域：指定なし
建ぺい率：70％　　容積率：200％

面積：444.16㎡（134.36坪）　　地目：宅地
都市計画区域外

971万円 978万円

822万円

　町には、定住人口の増加を図るため、
固定資産税と都市計画税相当額が支給さ
れる「定住奨励金」制度があります。
○対象者
　町内の住宅用地を取得し、2年以内に
住宅を建築し、定住を開始した方
○定住奨励金の額
　取得した土地と住宅の固定資産税と都
市計画税相当額
○支給期間
　最初に固定資産税と都市計画税が課税
されてから 5年間

【申込受付期間】　　　7月4日（月）〜8月1日（月）
【入札開催予定日】　　8月8日（月）　詳細は後日通知します。
※必要書類については、町ホームページでダウンロードしていただくか、またはお問い合わせください。

●お問い合わせ　管財課　財産管理担当　☎22−7206

富士川

873万円 880万円

739万円 603万円

『定住奨励金』
こんなにお得な制度が !!

平成 28. 7 月号　No.76（6）



　
農
業
振
興
地
域
（
農
振
）
の
農
用

地
（
田
、
畑
）
に
、
住
宅
な
ど
を
建

築
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
振

農
用
地
か
ら
、
除
外
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
農
振
除
外
は
、
該
当
す
る
農
用
地

を
転
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
緊

急
性
お
よ
び
実
現
性
が
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
、
申
し
出
を
受
け
付

け
ま
す
。

　
た
だ
し
、
受
け
付
け
し
た
も
の
す

べ
て
が
除
外
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
除
外
要
件
】

　
農
用
地
（
田
、
畑
）
の
使
用
目
的

を
早
急
に
変
更（
住
宅
用
地
な
ど
に
）

す
る
場
合

【
受
付
期
日
】

期
間　
7
月
11
日
（
月
）
〜
8
月
12

日
（
金
）（
土
日
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分

【
申
出
方
法
】

　
「
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
」に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要
書

類
を
添
付
し
、
産
業
振
興
課
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
産
業
振
興
課（
役
場
分
庁
舎
2
階
）

に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す

※
申
出
書
の
内
容
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も
産

業
振
興
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
受
付
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課　

農
林
振
興
担
当

（
分
庁
舎
2
階
）

　
☎
22
―
7
2
0
2

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
野
菜

や
花
な
ど
の
栽
培
を
通
し
て
自
然
に

触
れ
合
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
農
園

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自

ら
の
手
で
育
て
た
野
菜
の
お
い
し
さ

は
格
別
で
す
。
農
作
業
を
通
し
て
土

の
に
お
い
や
作
物
を
育
て
る
喜
び
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
募
集
場
所　
青
柳
町
2
丁
目
農
園

（
6
区
画
）、
長
澤
農
園
（
1
区
画
）

◇
募
集
開
始　
7
月
1
日
〜

◇
貸
付
期
間　
平
成
29
年
3
月
31
日

（
延
長
可
能
）

◇
賃
料　
1
区
画（
50
㎡
）年
額
2
，

0
0
0
円
（
年
度
途
中
の
場
合
は
、

月
割
り
残
額
）

◇
対
象
者　
町
内
在
住
の
方
ま
た
は

団
体

◇
申
込
方
法　
直
接
農
業
委
員
会
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
の
受
け
付
け
と
な
り
ま

す
。
空
き
区
画
が
な
く
な
り
次
第
、

募
集
を
終
了
し
ま
す
。
区
画
位
置
な

ど
の
詳
細
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興

課
内
）
☎
22
―
7
2
0
2

ルールを守って出しましょう！
　剪定枝を中巨摩地区広域事務組合清掃センターに、直接持ち込む際の受入条件は、次のとおりです。

品　　目 受　　　入　　　条　　　件

剪定枝・幹 太さ：10cm以内
長さ：50cm以内に裁断し飛散しないように束ねたもの（細かい枝を落として下さい）

※その他の情報は、家庭系ごみ収集計画表に記載してあります。
●持ち込み場所　中巨摩地区広域事務組合清掃センター　中央市一町畑1189　☎055−273−5711

市民農園

利用者募集

農
業
振
興
地
域（
農
振
）の

除
外
申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す

市民農園

利用者募集
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「
河
川
美
化
、河
川
愛
護
の
啓
発
活

動
」
の
一
環
と
し
て
、
河
川
清
掃
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
皆
さ
ん
が
身
近
な

河
川
へ
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
河

川
の
重
要
性
を
認
識
し
、
河
川
愛
護

思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
活
動
で

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日　
時　
7
月
3
日
（
日
）

※
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
区
で

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
わ
せ

　
土
木
整
備
課　
一
般
土
木
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

ご
家
庭
で
で
き
る
排
水
対
策
！

　
河
川
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

下
水
道
施
設
へ
の
接
続
や
合
併
浄
化

槽
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
河

川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
家
庭
で
で
き
る

次
の
排
水
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
汚
れ
た
食
器
は
、
洗
う
前
に
ぼ
ろ

布
な
ど
で
ふ
き
と
っ
て
か
ら
洗
い
ま

し
ょ
う
。

◎
台
所
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
ろ
紙
袋

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
な
ど
は
捨

て
ず
に
、
町
の
廃
食
油
の
収
集
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
お
米
の
と
ぎ
汁
は
、
植
木
な
ど
に

ま
き
ま
し
ょ
う
。

◎
浄
化
槽
を
適
切
に
管
理
し
、
定
期

的
に
保
守
点
検
・
清
掃
を
し
ま
し
ょ

う
。

　
川
を
汚
す
原
因
の
大
半
は
、
私
た

ち
の
家
庭
か
ら
流
れ
出
る
水
で
す
。

　
こ
れ
は
主
に
ト
イ
レ
か
ら
排
出
さ

れ
る
し
尿
と
、
台
所
や
風
呂
場
、
洗

濯
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
雑
排

水
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
河
川
が
汚
れ

て
い
る
と
魚
が
住
め
な
く
な
る
ば
か

り
か
、農
作
物
に
も
悪
影
響
を
与
え
、

浄
化
能
力
も
低
下
す
る
た
め
、
自
然

環
境
を
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
河
川
の
汚
れ
を
監
視
す

る
た
め
年
1
回
、
町
内
の
河
川
13
か

所
で
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
主
な
河
川
の
3
か
年
の
水
質
状

況
検
査
結
果
を
比
較
す
る
と
次
の
と

お
り
で
す
。

河
川
水
質
検
査
結
果
を
報
告
し
ま
す

採水場所 項目年度 PH B.O.D SS 大腸菌群数

戸 川 上 流

H25 7.9 0.6 3.0 49

H26 7.8 0.5 未満 1.0 33

H27 7.9 0.5 未満 1未満 49

戸 川 下 流

H25 8.1 0.9 6.0 2,200

H26 8.0 0.5 未満 1.0 700

H27 8.7 0.6 1 未満 330,000

JAふじかわ
青柳支店の裏

H25 7.9 2.2 5.0 7,000

H26 7.8 1.8 2.0 220,000

H27 7.6 5.6 2.0 70,000

戸川・畔沢川
合流点下流

H25 8.1 0.8 7.0 1,300

H26 8.2 0.5 未満 1未満 130

H27 8.2 0.5 未満 1未満 3,300

大柳川下流

H25 8.1 0.6 1.0 2,400

H26 8.1 0.5 未満 1.0 130

H27 8.0 0.5 未満 1未満 79

基準項目
●PH（水素イオン濃度）…酸性とアルカリ性の度合いを示
す指標。PH7は中性を示し、7を超えるとアルカリ性、7未
満は酸性を示す。
●B.O.D（生物化学的酸素要求量）…河川水の汚濁の程度を
示す代表的な指標として使われる。この数値が大きいほど河
川が汚れている。
●SS（浮遊物質量）…水中に浮遊している粒径 2㎜以下の
不溶性物質の量を示し、数値が大きいほど汚れている。
●大腸菌群数…大腸菌はそれ自体、人の健康に有害なもので
はなく、人畜の排泄物などによる汚濁の指標として「大腸菌
群」として使われる。

【戸川上流】
　ここ数年、清潔な状況が保たれています。
【戸川下流】
　大腸菌群数が環境基準値を大きく上回りまし
た。
【JAふじかわ青柳支店の裏】
　B・О・D値と大腸菌群数が環境基準値を上
回りました。
【戸川・畔沢川合流点下流】
　大腸菌群数が環境基準値を若干上回りました。
【大柳川下流】
　平成26年度同様に、平成27年度も清潔
な状況が保たれています。

●お問い合わせ
　町民生活課　生活環境担当
　☎22−7209

河
川
清
掃
に

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

検査結果から…
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◇
日
頃
の
備
え
と
早
め
の
避
難
！

　
大
雨
が
降
り
、「
土
砂
災
害
」の
危

険
性
が
高
ま
る
と
、
都
道
府
県
と
気

象
庁
で
は
共
同
で
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

　
こ
の
発
表
は
、
町
の
防
災
行
政
無

線
を
始
め
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
、
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
発
表
さ

れ
た
際
に
は
、
早
め
に
近
く
の
避
難

所
な
ど
、
安
全
な
場
所
に
自
主
避
難

し
、
十
分
に
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

知
識
と
し
て
、
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

◇
夜
間
に
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
と
き
は
…

・
暗
く
な
る
前
に
避
難
！

・�

お
年
寄
り
や
体
が
不
自
由
な
人
が

い
る
場
合
は
、
移
動
時
間
を
考
え

て
早
め
の
行
動
を
！

◇
避
難
が
困
難
な
と
き
は
…

　
山
の
斜
面
や
川
か
ら
離
れ
た
部
屋

や
2
階
な
ど
の
少
し
で
も
安
全
な
場

所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◇
急
傾
斜
地
のが

け
崩
れ
の
前
兆
現
象

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

造
住
宅
は
、
耐
震
性
能
の
不
足
の
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
熊
本
地
震
で
は
家
屋
の
倒
壊
に
よ

り
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
被
害
を
受
け
た
住
宅
の
ほ

と
ん
ど
が
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
て

ら
れ
た
「
旧
耐
震
基
準
」
に
よ
る
木

造
住
宅
で
す
。

　
町
で
は
、
大
地
震
時
に
お
け
る
建

物
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

安
全
の
た
め
に
耐
震
診
断
を
受

け
、
耐
震
改
修
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
建
築
物

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

・�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
が
所

有
し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と

　

�（
複
数
の
住
居
が
あ
る
場
合
は
、そ

の
主
な
も
の
）

・�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
工
事

着
工
し
た
も
の

・�

木
造
で
在
来
工
法
（
軸
組
工
法
・

伝
統
工
法
）
で
あ
る
も
の

・�

2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

3
0
0
㎡
以
下
の
も
の

・
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

　

�（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、住
宅
部
分

が
過
半
の
も
の
）

◆
申
込
受
付

　
平
成
28
年
9
月
30
日
ま
で
随
時
受

付
け
て
い
ま
す
。

　
申
込
書
は
、
都
市
整
備
課
住
宅
担

当
（
分
庁
舎
）
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

◆
診
断
実
施
時
期

　

申
込
件
数
が
ま
と
ま
っ
た
時
点

で
、
一
括
し
て
年
度
内
に
実
施
し
ま

す
。

◆
診
断
内
容
な
ど

　
町
が
委
託
し
た
建
築
士
が
申
込
者

の
住
宅
を
調
査
し
ま
す
。

　
診
断
内
容
は
、
間
取
り
・
柱
の
傾

斜
・
筋
交
い
の
有
無
な
ど
で
す
。
地

震
に
対
す
る
耐
力
を
総
合
的
に
判
断

し
ま
す
。

　
診
断
の
結
果
「
耐
震
性
な
し
」
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
建
築
士
が
、

診
断
の
内
容
と
結
果
・
耐
震
改
修
工

事
の
方
法
と
お
お
む
ね
の
費
用
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

◆
診
断
後

　
「
耐
震
性
な
し
」
と
判
断
さ
れ
た

ら
、
耐
震
改
修
工
事
な
ど
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、「
耐
震
性
な
し
」と
診
断

さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震

改
修
設
計
、
耐
震
改
修
工
事
、
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
補
助
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
住
宅
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
4

土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に

落　石 ひび割れ わき水 地鳴り

がけから小石がパ
ラパラと落ちてく
る。

木が傾いたり、が
けにひび割れがで
きる。

がけからの湧水が
止まったり、増え
たり、濁ってきた。

がけから地鳴りの
音が聞こえてきた。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

我
が
家
は
大
丈
夫
？

◀
（
保
存
版
）
富
士
川
町
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
土
砂
災
害
・
洪
水
避
難
地
図
）
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
有
効
期
限
が
平
成
29
年
7
月
31
日
）

を
7
月
下
旬
よ
り
簡
易
郵
便
に
て
郵

送
し
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
の

色
は
、
薄
緑
色
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
7
月
31

日
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
8
月
1
日
か
ら
の

新
し
い
保
険
証
（
薄
緑
色
）
を
、
郵

送
し
ま
す
の
で
記
載
内
容
を
確
認
し

て
、
現
在
お
使
い
の
保
険
証
（
さ
く

ら
色
）
は
、
ハ
サ
ミ
な
ど
で
細
か
く

切
り
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
を
完
納
さ
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
有
効
期
間
の
短
い
保

険
証
を
町
民
生
活
課
窓
口
で
交
付
し

ま
す
。
納
付
の
状
況
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
の
で
、お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
と
同
じ
く
、『
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
』
も
更
新

と
な
り
ま
す
。
前
年
に
続
き
、
適
用

要
件
に
該
当
す
る
方
に
は
、
新
し
い

認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
。
認
定
証
の

色
は
、
前
年
と
同
じ
で
す
。
有
効
期

限
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
平
成
28
・
29
年
度
の

保
険
料
率
に
つ
い
て
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
2
年

ご
と
に
保
険
料
率
を
見
直
す
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び

平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料
率
を
据

え
置
く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
剰

余
金
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
保

険
料
上
昇
の
抑
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
7
月
に
平
成
28
年
度
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
さ
れ

ま
す
。平
成
27
年
中
の
年
金
や
給
与・

農
業
・
不
動
産
と
い
っ
た
収
入
に
基

づ
い
て
算
定
さ
れ
、
平
成
28
年
4
月

か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
分
を

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
方
法
に
応
じ
た
納

期
回
数
で
除
し
た
金
額
で
各
期
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
保
険
年
金
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

　
平
成
28
年
度
介
護
保
険
料
確
定
額

の
通
知
書
な
ど
を
、
7
月
中
に
被
保

険
者
全
員
（
65
歳
以
上
の
方
）
に
発

送
し
ま
す
。
本
年
度
の
介
護
保
険
料

一
覧
に
つ
い
て
は
、
通
知
書
の
裏
面

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
す
で
に
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別

徴
収
）

【
納
期
】
4
・
6
・
8
・
10
・
12
・
2

月
（
年
6
回
）

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
原
則
、
特
別
徴
収

と
な
り
ま
す
。

　
年
間
保
険
料
の
内
訳
は
、【
保
険
料

額
】
欄
の
「
特
別
徴
収
（
円
）」
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
（
普

通
徴
収
）

【
納
期
】
5
・
6
・
7
・
8
・
9
・

10
・
11
・
12
・
1
・
2
月
（
年
10
回
）

特
別
徴
収
以
外
の
方
で
す
。

・
年
間
保
険
料
の
内
訳
は
、【
保
険
料

額
】
欄
の
「
普
通
徴
収
（
円
）」
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

・
納
付
書
納
付
の
方
は
、
納
付
書
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
期
限
内
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
第
1
期
・
第
2
期
の
納
付
書
は
、

5
月
初
旬
に
発
送
済
み
で
す
。
今
回

は
、
第
3
期
以
降
の
納
付
書
を
同
封

し
ま
す
。

・
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方

は
、
振
替
日
ま
で
に
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
の
食
事
・
部
屋
代
の

負
担
軽
減
認
定
の
所
得
判
定
基
準
が

変
わ
り
ま
す
！

　
平
成
28
年
8
月
か
ら
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
申
請
基
準
に
次
の
要
件
が
追
加

さ
れ
ま
す
。

・
公
的
年
金
等
収
入
額
に
非
課
税
年

金
（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
な
ど
）

の
額
も
含
め
て
算
定
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
弔
慰
金
や
給
付
金
な
ど
は
対

象
外
で
す
。

◆
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
で

あ
っ
て
、
課
税
年
金
収
入
額
＋
合
計

所
得
金
額
＋
非
課
税
年
金
の
収
入
額

の
合
計
が

年
額
80
万
円
以
下　
→
第
2
段
階

年
額
80
万
円
を
超
え
る　
→
第
3
段

階●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
介
護
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

申請期間を確認じゃ！　高齢者向け給付金（ 1人につき 3万円）（年金生活者等支援臨時福祉給付金）
　町では、給付金の対象と見込まれる世帯に対し、4月中旬から、申請書一式の書類を郵送しています。まだ申
請をしていない方は、期限までに申請書の提出をお願いします。
【注意】期限内（ 7月 15日まで）に申請がない場合は、給付金の支給が受けられません。
◇支給対象者
　平成 27年度臨時福祉給付金の支給対象者※のうち平成 28年度中に 65歳以上になる方
　※平成 27年度分の住民税が課税されていない方
　（ただし、課税者の扶養親族になっている方や生活保護受給者の方は除きます）
●申請・お問い合わせ　　福祉保健課　介護福祉担当　　　　☎ 22−7207

被
保
険
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認

定
証
」
の
更
新
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
75
歳
以
上
の
方
へ

被
保
険
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認

定
証
」
の
更
新
の
お
知
ら
せ

7/15

介
護
保
険
料

確
定
通
知
書
な
ど
に

つ
い
て
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　町の主要施設や各種計画などを見学し、皆さんに町
のことを知っていただくため「町政バス」を実施しま
す。夏休みの思い出に、ご家族での参加もお待ちして
います！

◇日　　時　7月 28日（木）
　　　　　　午前 9時〜午後 4時（予定）
◇見学場所　�峡南消防北部消防署、みさき耕舎（そば

打ち体験・昼食）、中部横断自動車道富士
川橋、富士川病院　など

◇対　　象　�町内在住の方（小学生以下は大人の方同
伴）

◇募集人員　24人　※先着順、詳細は通知します
◇体験・昼食代
　　　　　　大人 2,000 円　小学生以下 500 円
◇申込方法　電話、FAXまたはメール
◇募集期間　7月 1日（金）〜 15日（金）

●申し込み・お問い合わせ
　政策秘書課　広聴広報担当
　☎ 22−7216　FAX 22−3177
　seisaku@town.fujikawa.lg.jp

　町では、夏山登山のシーズン到来にあわせてトレッ
キングを開催します。高山植物の宝庫である櫛形山は、
雄大な富士山や南アルプスの大パノラマも眺望するこ
とができ、幽玄な原生林も癒しの空間となっています。
　トレッキングおよび高山植物の解説などは、櫛形山
を愛する会が行います。
　皆さんのご参加をお待ちしています。
◇開 催 日　7月 16日（土）　午前 7時 30分集合
◇集合・解散　役場本庁舎　※登山口まで送迎します
◇募集人員　20人　※先着順
　　　　　　（申し込み後、詳細日程を送付します）
◇参 加 費　500 円
　　　　　　（当日徴収。送迎代、傷害保険料）
◇申込方法　電話でお申し込みください。
◇締め切り　7月 8日（金）
　　　　　　※定員になり次第締め切ります

●お申し込み・お問い合わせ
　産業振興課　観光振興担当　☎ 22−7202

　中部横断自動車道の増穂インターチェンジから、六郷インターチェンジ間の 9.3kmが平成 28年度内に開通予
定です。それに先立ち、富士川橋が完成し、次のとおり完成記念イベントとして、富士川橋でのウォーキングを
行います。開通後には歩くことができない高速道路を、この機会に歩いてみませんか？

◇日　時　7月 23日（土）　午後 1時〜 3時　※荒天の場合は中止することがあります
◇場　所　中部横断自動車道富士川橋　道の駅「富士川」南側
◇駐車場　道の駅「富士川」内臨時駐車場、中部横断自動車道　本線建設現場内
　　　　　※駐車場が少ないため、乗り合わせなどでお越しください
◇内　容　富士川橋ウォーキング、落書きコーナー（自由参加）

※注意※　　・�イベント保険には加入しますが、熱中症などは保険対
象外になりますので、水分補給などの対策は各自で
行ってください。

　　　　　　・小学生以下は必ず保護者と参加してください。

●お問い合わせ　政策秘書課　企画担当　☎ 22−7216

バスに乗ってGoGo♪　町を満喫しよう！ 櫛形山 夏山トレッキング

高速道路 を Let’s ウォーク！中部横断自動車道

富士川橋完成イベント

トレッキングコース
池の茶屋林道終点　→　池の茶屋登山道　→　
櫛形山山頂（2,052m）　→　裸山　→　原生
林　→ほこら小屋　→　南尾根登山道　→　
櫛形山林道

トレッキングコース
池の茶屋林道終点　→　池の茶屋登山道　→　
櫛形山山頂（2,052m）　→　裸山　→　原生
林　→ほこら小屋　→　南尾根登山道　→　
櫛形山林道

この夏は 富士川町で わくわくドキドキ♪
7/16

7/23

7/28
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交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
嘱
託
職
員
（
交
通
指
導

員
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
内
容　
嘱
託
職
員
（
交
通
指

導
員
）
1
人

◇
職
務
内
容　
交
通
指
導
を
含
む
交

通
行
政
全
般

◇
応
募
条
件　
町
内
在
住
者
で
、
お

お
む
ね
55
歳
ま
で
の
身
体
健
康
な

方
。
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）
が
で
き
る
こ
と
。

要
自
動
車
運
転
免
許
証
（
A
T
限
定

可
）

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
募
集
期
間　
7
月
1
日
（
金
）
〜

15
日
（
金
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分　

※
土
日
を
除
く

◇
採
用
期
間　
9
月
1
日
〜
平
成
29

年
3
月
31
日

◇
申
込
方
法　

履
歴
書
（
写
真
添

付
）、
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

を
、
財
務
課
人
事
給
与
担
当
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提

出●
お
問
い
合
わ
せ

◇
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
財
務
課　
人
事
給
与
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

◇
業
務
内
容
に
つ
い
て

　
防
災
課　
☎
22
―
7
2
1
8

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
学
校
が
夏
休
み
に
入
る
毎
年
7
月

に
総
合
的
な
非
行
・
被
害
防
止
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

・�

第
66
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立

ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

〜
強
調
月
間
」（
法
務
省
主
唱
）

・�「
青
少
年
の
非
行・被
害
防
止
強
調

月
間
」（
内
閣
府
主
唱
）

◆
主
唱　
青
少
年
総
合
対
策
本
部
・

教
育
委
員
会
・
青
少
年
育
成
富
士
川

町
民
会
議・民
生
児
童
委
員
協
議
会・

鰍
沢
保
護
区
保
護
司
会
・
ふ
れ
あ
い

1
1
0
番
の
家
「
連
絡
会
」

利
根
川
プ
ー
ル

プ
ー
ル
開
き
の
お
知
ら
せ

7
月
2
日
（
土
）
午
前
9
時
〜

※
7
月
2
日
は
無
料
開
放
し
ま
す

【
料
金
】
中
学
生
以
下　
1
0
0
円

　
　
　
一
般　
　
　
　
2
1
0
円

※
町
外
者
は
倍
額

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
体
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

第
7
回

町
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会

◇
日
時　
7
月
31
日
（
日
）

　
午
前
6
時
15
分
集
合
、
午
前
6
時

30
分
開
催

◇
会
場　
利
根
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広

場
・
鰍
沢
小
中
学
校
校
庭
・
中
部
運

動
場
・
五
開
運
動
場

※
お
近
く
の
会
場
へ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
主
催　
教
育
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課

　
社
会
体
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

第
5
回

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ゴ
ル
フ
大
会

◇
日
時　
7
月
31
日
（
日
）

　
午
前
7
時
00
分
ス
タ
ー
ト

◇
対
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ス

◇
場
所　
殿
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

◇
プ
レ
ー
費

　
ビ
ジ
タ
ー
2
，0
6
0
円

◇
申
し
込
み　
殿
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
フ
ロ
ン
ト
ま
た
は
練
習
場
受
付

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会

内
）
☎
22
―
5
3
6
1

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
大
募
集
！

　
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
で
は
、

平
成
30
年
中
の
操
業
開
始
を
予
定
し

て
い
る「
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」

の
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
期
間　
7
月
1
日
〜
31
日

◇
応
募
資
格　
県
内
に
住
所
を
有
す

る
方

◇
賞
品
内
容　

採
用
作
品
応
募
者

（
複
数
人
い
る
場
合
は
抽
選
で
3
名

の
方
）
に
全
国
共
通
図
書
カ
ー
ド

1
万
円
分

◇
応
募
方
法　

や
ま
な
し
く
ら
し

ね
っ
と
（
山
梨
県
・
市
町
村
電
子
申

請
受
付
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

https://w
w
w
.e-tetsuzuki99.

com
/eap-pj/yam

anashi/

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

お知らせ

Information
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リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

平
成
28
年
4
月
利
用
分

　
町
内
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用

料
は
無
料
で
す
。
積
極
的
に
利
用
し

て
、
ゴ
ミ
の
出
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！

が
ん
検
診
啓
発
事
業

映
画
「
い
の
ち
の
コ
ー
ル
〜

ミ
セ
ス
イ
ン
ガ
を
知
っ
て
い

ま
す
か
〜
」
上
映
会

　
町
で
は
子
宮
頸
が
ん
を
テ
ー
マ
と

し
た
映
画
上
映
会
を
行
い
、
子
宮
頸

が
ん
と
は
何
か
、
子
宮
が
ん
検
診
の

重
要
性
、
い
の
ち
の
大
切
さ
を
考
え

る
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時　
7
月
1
日
（
金
）
午
後
6

時
30
分
開
場　
6
時
45
分
開
会　
7

時
上
映

◇
場
所　
町
民
会
館　
ホ
ー
ル

◇
入
場
料　
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
町
で
は
、
次
の
日
程
で
「
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
眠
れ
な
い
・
食
欲
が
な
い
・
ゆ
う

う
つ
な
気
分
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
…
な

ど
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。
ご
家
族
の
相
談
で

も
結
構
で
す
。

◇
日
時　
　
7
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　
　
10
月
5
日
（
水
）

　
平
成
29
年
3
月
14
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
（
相
談

時
間
1
人
1
時
間
の
た
め
、
定
員
3

人
ま
で
）

◇
場
所　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
員　

心
理
臨
床
オ
フ
ィ
ス

ル
ー
エ
臨
床
心
理
士　
深
沢
孝
之
先

生
お
よ
び
町
保
健
師

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

自
殺
予
防
の
た
め
の
相
談

　
「
生
き
て
い
る
の
が
つ
ら
い
」と
悩

ま
れ
て
い
る
方
、
あ
な
た
の
気
持
ち

を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

お
こ
な
お
う　
　

ま
も
ろ
う
よ　

 

こ　

こ　

ろ

0
5
7
0
―
0
6
4
―
5
5
6

平
日
（
月
〜
金
）
午
前
9
時
〜
午
後

4
時

夜
間
（
火
〜
土
）
午
後
4
時
〜
10
時

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
開
催

　
5
月
15
日
（
日
）
に
ふ
れ
あ
い
河

川
公
園
に
て
鰍
沢
愛
好
会
と
か
じ
ま

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
の
交
流
会

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
に
歓
喜
が
響

き
、
今
年
も
楽

し
く
交
流
会
が

で
き
ま
し
た
。

〜
〜
今
後
の
予
定
〜
〜

○
ヨ
ガ
教
室
※
第
1
日
曜
日

　
　
7
月
3
日
、
8
月
7
日

○
健
康
リ
ズ
ム
体
操

　
　
7
月
14
日
（
木
）（
鬼
島
）

　
　
7
月
29
日
（
金
）（
町
民
会
館
）

※�

そ
の
他
、
定
例
開
催
日
は
く
ら
し

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
☆
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ

　
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
教
育
委
員
会
内
）

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

3/26 第36回大法師さくら祭り 23,760 23,760 1829.5 131

4/3 大久保区　桜祭り・運動会 400 400 30.8 2

4/3 青柳町第38組　花見の会 220 160 12.3 0.9

4/10 妙性寺護持会　十三参り・観音祭 150 150 11.6 0.8

4/24 鳥屋　吹上天神祭典 360 240 18.5 1

4/23 増穂南小　PTA新入職員歓迎会 120 100 7.7 0.6

4/29 蓮華寺護持会　春の大祭　立教開宗会 220 190 14.6 1

合計 25,230 25,000 1925.0 137

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

▲中部地区でもリズム体
操が行われるようにな
り、にこやかな和がさら
に広がりました。

7
／
6
（
水
）
よ
り

道
の
駅
富
士
川
・
塩
の
華
で
も

販
売
し
ま
す

この宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます
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1、作成年月日及び作成担当部署
　【作成年月日】	 平成 28年 6月 1日（平成 27年 4月 1日〜平成 28年 3月 31日までの事業年度）
　【作成担当部署】	 山梨県南巨摩郡富士川町　産業振興課
　【指定管理者名称等】	 ・指定管理施設者の名称　　株式会社　富士川
	 ・指定管理施設者の住所　　〒400−0501　山梨県南巨摩郡富士川町青柳町 1655−3
	 　　　　　　　　　　　　　　☎ 0556−48−8700
	 ・設立年月日　　　　　　　2013 年 5月 23日

2、資 本 金	 50,000,000 円（地方公共団体の出資割合　70％）

3、事業内容	 ⑴　公共施設の維持管理運営に関する受託業務
	 ⑵　�農畜産物、林産物、水産物及び手工芸品等の地域特産品の開発・販売に関する業務
	 ⑶　酒類、飲料水、食料品及び日常品雑貨品の販売に関する業務
	 ⑷　たばこ、郵便切手及び収入印紙の販売に関する業務
	 ⑸　園芸用樹木、草木類、花弁類及び園芸用材料販売に関する業務
	 ⑹　乳製品、菓子類、めん類の製造・加工・販売及び卸売リ業務
	 ⑺　惣菜等加工品の製造及び販売に関すること
	 ⑻　飲食店、コンビニエンスストアの経営
	 ⑼　イベントの企画及び販売に関する業務
	 ⑽　�地域振興のための交流事業や会議・研修・展示等の施設貸出しに関する業務
	 ⑾　観光案内及び道路案内に関する業務
	 ⑿　宝くじの販売に関する業務
	 ⒀　前各項に付帯する一切の業務

4、財務状況

5、役職員の状況� （単位千円）

6、当期における地方公共団体の状況

●お問い合わせ　産業振興課　観光振興担当　☎ 22−7202

株式会社 富士川 平成27年度経営状況などをお知らせします

貸借対照表から� （単位千円）

項　　　　目 金　　　　　　額
前々年度 前 年 度 本 年 度

総 資 産 107,450 140,747
負 債 46,052 66,299
（ う ち 有 利 子 負 債 ）
純 資 産 61,398 74,448
利 益 剰 余 金 11,398 74,448

損益計算書から� （単位千円）

項　　　　目 金　　　　　　額
前々年度 前 年 度 本 年 度

総　　　収　　　入＊ 1 347,413 456,277
　　　　　　　　　＊ 2 10,876 13,811
経 常 損 益 10,231 20,556
当 期 損 益 7,831 14,050
減価償却前当期損益
＊ 1＝売上高＋営業外収益＋特別利益
＊ 2　総収入のうち地方公共団体からの補助金・委託金

役　員　数 役員平均年齢 役員平均年収 職員数（地方公務員出向・退職者） 職員平均年齢 職員平均年収
6人 59才 6,000（常勤役員） 3人（ 1人） 49才 3,228

（1）公的支援

項　　　目 金　　　　額 備　　考
（目的、内容、算出根拠等）前々年度 前年度 本年度

①補 助 金 ‐ ‐
②利 子 補 給 ‐ ‐
③税 の 減 免 額 ‐ ‐
④そ の 他 ‐ ‐
小　　　計 ‐ ‐

⑤�損失補償契約に
係る債務残高 ‐ ‐

⑥�出資金、低利貸付
等に伴う機会費用 ‐ ‐

小　　　計
合　　　計

（参考）委託料 10,876 13,811

� （単位千円）

項　　　目 金　　　　額 備　　考
（目的、内容、算出根拠等）前々年度 前年度 本年度

①�損失補償契約に
係る債務残高 ‐ ‐

（ 将 来 負 担 額 ） ‐ ‐
（将来負担参入率） ‐ ‐
小　　　計 ‐ ‐

②�貸 付 金 残 高 ‐ ‐
③�出 資 金 ‐ ‐
合　　　計
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こ
の
コ
ラ
ム
が
読
ま
れ
る
頃
は
、

じ
め
じ
め
し
た
梅
雨
が
ま
だ
続
い
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？

　
梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
梅
雨
が
明
け
る
と
今
年

も
暑
い
夏
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
雨
の
季
節
も
湿
度
が
高
く
熱
中
症

は
起
こ
り
や
す
い
で
す
が
、
梅
雨
が

明
け
、
気
温
が
上
昇
す
る
と
共
に
熱

中
症
患
者
が
急
増
し
ま
す
。
全
国
で

は
数
万
人
の
救
急
搬
送
が
あ
り
、
千

人
以
上
も
亡
く
な
る
事
が
あ
り
ま

す
。
七
割
以
上
は
高
齢
者
で
す
。
ま

だ
ま
だ
若
い
と
頑
張
り
す
ぎ
て
熱
中

症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
患
者
の
約
四
割
は
屋
内
で
の

発
症
で
す
。
暑
い
外
に
は
出
か
け
な

い
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
嫌
い
、
室

温
が
高
く
な
り
発
症
す
る
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
や
体
の

弱
い
方
は
喉
の
渇
き
も
自
覚
し
づ
ら

く
、
気
づ
い
た
時
に
は
す
で
に
重
症

と
い
う
事
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
熱
中

症
に
は
日
頃
か
ら
の
予
防
が
と
て
も

大
切
で
す
。

熱
中
症
の
予
防

　
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
汗
を
た
く

さ
ん
か
き
、
水
分
や
塩
分
が
体
に
足

り
な
く
な
る
こ
と
が
主
な
原
因
と
な

り
ま
す
。

　
通
気
性
の
良
い
服
装
を
し
、
外
出

時
に
は
帽
子
も
必
ず
被
り
ま
し
ょ

う
。
日
中
の
外
出
や
運
動
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
畑
仕
事
な
ど
は
朝
方
や
夕

方
の
涼
し
い
時
間
に
短
時
間
だ
け

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
暑
い
日
に
は
涼

し
い
日
陰
や
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室

内
な
ど
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。
部
屋

の
気
温
や
湿
度
が
高
い
こ
と
に
気
づ

か
な
い
方
も
い
ま
す
。
ご
家
族
の
心

配
り
で
早
め
に
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
水
分
は
こ
ま
め
に

取
り
ま
し
ょ
う
。
汗
に
よ
っ
て
失
わ

れ
た
塩
分
の
補
給
も
大
切
で
す
。
た

だ
し
、
水
分
や
塩
分
の
取
り
す
ぎ
は

心
臓
な
ど
の
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
持
病
を
お
持
ち
の
方

は
主
治
医
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
の
症
状
と
対
処

　
熱
中
症
の
程
度
や
症
状
も
様
々
で

す
。
軽
傷
の
熱
け
い
れ
ん
で
は
大
量

の
発
汗
、
め
ま
い
、
こ
む
ら
返
り
な

ど
が
起
こ
り
ま
す
。
中
等
症
の
熱
疲

労
に
な
る
と
頭
痛
、
嘔
気
、
嘔
吐
、

倦
怠
感
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
重
症

の
熱
射
病
で
は
発
汗
の
停
止
、
体
温

の
上
昇
、
け
い
れ
ん
、
意
識
障
害
な

ど
が
起
こ
り
ま
す
。
軽
傷
で
あ
れ
ば

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服
を
ゆ

る
め
て
く
だ
さ
い
。
氷
や
ぬ
れ
た
タ

オ
ル
、
扇
風
機
な
ど
で
直
接
体
を
冷

や
し
ま
す
。
水
分
と
塩
分
の
補
給
を

し
っ
か
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
分

が
摂
れ
な
け
れ
ば
病
院
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
意
識
が
な
い
、
ま
た
は

呼
び
か
け
へ
の
反
応
が
お
か
し
い
、

意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
時
な
ど
は

重
症
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
救
急
車

を
す
ぐ
に
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
今
年
も
熱
中
症
に
気
を

付
け
、
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

［5月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

情報システムネットワーク賃貸借に係る物品指定 富 士 川 町 29,170,000 ㈱ YSK　 e - c o m

富士川町地域福祉計画策定業務委託 富 士 川 町 1,620,000 ㈱サーベイリサーチセンター

本庁舎・東別館光ケーブル敷設工事 富 士 川 町 2,450,000 ㈱関電工山梨支社

旧町民会館植込み等撤去工事 青 柳 町 1,220,000 源 工 業 ㈱

東別館トイレ等改修工事 青 柳 町 2,150,000 源 工 業 ㈱

可燃用指定ごみ袋購入 青 柳 町 3,290,000 ㈱ サ ト ー 交 易

道路植樹帯保守管理業務委託 富 士 川 町 2,350,000 ㈱石原グリーン建設

小林汚水枝線 30−28−1 号管布設工事 𣇃 米 7,000,000 ㈲ 井 上 興 業

鰍沢汚水枝線 33−28−2 号管布設工事 最 勝 寺 8,300,000 神 田 建 設 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

峡南医療センター
富士川病院

小俣俊明先生

健
康
い
き
い
き
情
報

〜
熱
中
症
の
季
節
で
す
〜

New
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【
短　

歌
】

南
高
の
「
祝
入
学
」
の
前
に
立
つ
制
服
の
孫
を
見
た
る
よ
ろ
こ
び

	

矢
崎　

美
代

支
へ
棒
立
て
て
や
り
た
る
莢
豌
豆
伸
び
き
て
花
の
咲
き
い
だ
し
た
り

	

竹
ノ
内
み
さ
ほ

田
に
畑
に
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
ば
か
り
病
も
つ
身
を
嘆
き
ゐ
る
な
り

	

伴
野
つ
た
ゑ

【
俳　

句
】

黄
蝶
と
紋
白
蝶
と
す
れ
ち
が
ふ	

内
藤
浜
二
郎

庭
に
咲
く
牡
丹
の
花
に
祖
母
の
影	

深
澤
か
つ
江

著し
ゃ

莪が

の
花
折
り
て
わ
か
れ
の
経
を
読
む	

遠
藤　

喜
子

【
川　

柳
】

孫
帰
り
若
さ
で
家
を
も
り
上
げ
る	

原
田
ひ
で
子

手
枕
の
温
み
を
残
し
て
夫
は
ど
こ	

中
村
み
な
恵

次
に
来
る
坂
の
身
支
度
ま
ま
な
ら
ず	

坂
本　

倉
栄

　歌のお兄さんとして町内の児童館、保育所、高齢者施設などを中
心に、ボランティアで音楽活動を行っている渡邊さんに、お話を伺
いました。
■この活動を始めたきっかけは？
　娘が児童館に通っていたころ、その場に来ている子どもたちの前
で歌ったことがきっかけです。昨年、娘が保育所に入所してからは、
保育所の色々なイベントでも歌わせてもらうようになりました。い

までは、娘も一緒に曲目を考えてくれます。家族の応援も力になりますよね。
■どんな歌を歌っていますか？
　童謡やアニメの歌など、みんなが知っている歌のほか、自分で作詞作曲した
歌を歌っています。ふだんは自動車教習所に勤務しているので、交通ルールに
関する歌も作っています。富士川町の歌「明日を生きる」も歌ってますよ。
■よかったなあと思う瞬間はありますか？
　子どもたちやお年寄りの笑顔を見ると、よかったなあと思いますね。
みんなの笑顔でぼくもパワーをもらい、またぼくの歌でたくさんの人
を笑顔にしたいなと思います。
■これからはどのように活動していきたいですか？
　県内各地へ活動範囲を広げていきたいですね。また、交通ルールに
関する歌をもっと増やして、交通安全の啓発も行って
いきたいです。県内どんなところにも歌いに行きます
ので、お気軽にお声かけください。

〜すべての人に笑顔を〜

渡邊　　誠さん（最勝寺）

ブログ「渡辺誠。歌のお兄さんの道のり」
http://s.ameblo.jp/makotorainbow/
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【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

「
ジ
ェ
ン
ト
ル
ブ
リ
ー
ズ
」

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■
7
月
9
日
（
土
）
発
売
！

　
山
梨
県
内
を
中
心
に
活
躍
す
る
ユ

ニ
ッ
ト
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
ブ
リ
ー
ズ
」

が
、
そ
よ
風
の
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
を

お
届
け
し
ま
す
。
伝
統
楽
器
の
尺
八

と
電
子
オ
ル
ガ
ン
の
異
色
の
組
み
合

わ
せ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
9
月
10
日
（
土
）

午
後
2
時
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席（
ロ
ビ
ー
）1
，

0
0
0
円

【
募
集
情
報
】

　
申
し
込
み
を
受
付
中
で
す
。
お
気

軽
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

林
家
彦
い
ち
指
導

「
熱
血
こ
ど
も
ら
く
ご

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　
熱
血
落
語
家
林
家
彦
い
ち
が
、
落

語
の
基
本
を
楽
し
く
教
え
ま
す
。
扇

子
や
手
ぬ
ぐ
い
を
使
っ
た
落
語
独
特

の
所
作
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
こ

れ
ま
で
落
語
を
体
験
し
た
こ
と
が
な

い
子
ど
も
で
も
、
す
ん
な
り
と
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
内
容
で
す
。
彦
い
ち

師
匠
が
、
子
ど
も
た
ち
に
体
当
た
り

で
教
え
、
そ
し
て
熱
く
喋
り
ま
す
。

◇
日
時　
8
月
9
日（
火
）、10
日（
水
）

2
日
間　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

◇
対
象　
5
歳
か
ら
高
校
生
ま
で

◇
定
員　
50
人

◇
内
容　
落
語
っ
て
な
あ
に
？　
小

噺
に
挑
戦
！　

◇
受
講
料　
無
料

矢
崎
仁
司
映
画
監
督

「
子
ど
も
映
画
制
作
教
室
」

　
子
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
作
成
し

た
シ
ナ
リ
オ
を
も
と
に
し
た
、
映
画

制
作
を
体
験
し
ま
す
。

◇
日
時　
7
月
30
日
（
土
）、
31
日

（
日
）
2
日
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
対
象　
小
学
5
年
生
〜
中
学
生

◇
内
容　
シ
ナ
リ
オ
作
成
・
映
画
撮

影
な
ど

◇
受
講
料　
無
料

◇
申
込
締
切　
7
月
24
日
（
日
）

※
こ
ち
ら
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

「B
A

N
D

 FES 2016

」

参
加
バ
ン
ド
募
集

■
9
月
25
日
（
日
）
に
開
催
す
る
ラ

イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
に
出
場
で
き
る
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す
。

◇
条
件　
実
行
委
員
会
と
し
て
運
営

に
参
加
で
き
る
バ
ン
ド
。
チ
ケ
ッ
ト

（
@
5
0
0
円
）1
組
に
つ
き
15
枚
買

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
い
出

演
条
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
参
加
料　
一
人
3
，0
0
0
円（
高

校
生
以
下
1
，0
0
0
円
）

◇
締
切
り　
7
月
9
日
（
土
）

※
7
月
10
日
（
日
）
に
実
行
委
員
会

を
開
催
し
ま
す

映
画
作
り
を
趣
味
に
し
ま
せ
ん
か
？

「
映
画
制
作
入
門
講
座
」

◇
日
時　
7
月
9
日
（
土
）・
10
日

（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
対
象　
18
歳
以
上

◇
定
員　
20
人
（
初
心
者
向
け
）

◇
内
容
：
撮
影
実
習
や
編
集
の
基
礎

学
習

◇
受
講
料　
1
，0
0
0
円

※
指
導　
㈱
ブ
レ
イ
ン

「
手
嶌
葵
コ
ン
サ
ー
トwith

池
田
綾
子
」

中
止
の
お
知
ら
せ
と
お
詫
び

　
9
月
11
日
（
日
）
に
開
催
予
定
で

し
た
が
、
制
作
お
よ
び
出
演
者
な
ど

の
都
合
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
公
演
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆

さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
な

に
と
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
親
子
で
楽
し
む
は
ー
と
ふ
る
コ

ン
サ
ー
ト
」
の
延
期
と
ホ
ー
ル
使

用
中
止
の
お
知
ら
せ
と
お
詫
び

　
8
月
21
日
（
日
）
に
開
催
予
定
で

し
た
が
、
ホ
ー
ル
の
空
調
設
備
の
緊

急
修
繕
の
た
め
、
延
期
し
ま
す
。
公

演
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ん

に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
誠

に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
舞
台
・
客

席
の
ご
利
用
を
修
繕
が
完
了
す
る
ま

で
、
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信
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春のフリーマーケット
　5月 15日（日）、ますほ文化ホール芝生広場におい
て、フリーマーケットが開催されました。来場者は、
手作り雑貨や古着などの買い物や大道芸などのパ
フォーマンスを楽しみました。

第 1 回作文・似顔絵コンテスト� 国際交流協会
　5月 28日（土）、役場本庁舎会議室において「第 1回作文・似顔絵
コンテスト」の表彰式が行われました。このコンテストは、町内に住
む外国籍の子どもたちを対象に初めて開催されました。会場には、笑
顔いっぱいのお父さんお母さんの似顔絵が飾られ、子どもたちは嬉し
そうに表彰を受けていました。

ますほ児童センターまつり
　5月 21日（土）、
ますほ児童センター
まつりが行われまし
た。当日は、多くの
子どもたちで賑わ
い、「ゲーム」、「たべ
もの」、「こうさく」
の3つのコーナーを
楽しみました。また、
増穂中学校、増穂商
業高校、帝京短期大
学の学生たちもボラ
ンティアとして運営
に協力しました。

▲じょうずに描けたね！▲だいすきなお父さんとお母さん

優しさと思いやりの心を大切に� 鰍沢小学校
　6月 6日（月）、人権
擁護委員による「平成
28 年度人権の花贈呈
式」が行われました。
児童は、贈呈式終了後、
願いを込めた手書きの
メッセージカードと花
の種を付けた風船を青
空高く放ちました。

▲花の苗を受け取る児童 ▲どこまで飛んでいくかな

▲大道芸を楽しむ来場者▲工作を楽しむ子どもたち
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がんばれ !!
ヴァンフォーレ甲府 !!

◆ 7月のホームタウンゲーム
・7月 2日（土）18：00
　　　　　VS　ヴィッセル神戸
・7月 13日（水）19：00
　　　　　VS　ジュビロ磐田
・7月 17日（日）18：00
　　　　　VS　鹿島アントラーズ
・7月 30日（土）18：00
　　　　　VS　浦和レッズ

涼を求めて
 〜野に山に〜

夏休み！ 身近な自然を探してみませんか？

『青藍の峠　幕末疾走録』犬飼六岐著
『海と山のピアノ』いしいしんじ著　　『受難』帚木蓬生著
『果てなき便り』津村節子著　　『陸王』池井戸潤著
『記憶の渚にて』白石一文著
『蠕動で渉れ　汚泥の川を』西村賢太著
『クララ殺し』小林泰三著　『長流の畔』宮本輝著
『いまそこにいる君は　十字路が見える』北方謙三著

・青少年読書感想文全国コンクール
　課題図書全 18冊
・夏休みの友　紹介図書 2016
・「山の日」関連図書　　　などを揃えました !!

第 29 回三島由紀夫賞　『伯爵夫人』蓮實重彦著
第 23回松本清張賞　『待ってよ』蜂須賀敬明著

【映画】
『星籠の海』（上・下）島田荘司著
『後妻業』黒川博行著

新刊案内

受 賞 作

【日時】7月 16日（土）
　　　 午前 11時〜 11時半
【場所】町民図書館　1階和室
【対象】幼児〜小学校低学年

一般

　『子どもにすすめたい本 2016』から読み聞かせを行います !!

夏休み特集

■今月の「男女共同参画推進委員会」の連載はお休みします。

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　10 万円　 澤武男様（最勝寺）
　「亡母ちどり様のご遺志により町の福祉のために」

戸籍の窓
自 5月 1日　至 5月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	大　久　保	 深沢ひかり		 女	 浩　太
	長　　　 	 小宮山希望	（のぞみ）	 男	 俊
	鰍　沢　北	 渡邉　泰成	（たいせい）	 男	 和　人

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	𣇃　　　米	 秋山しづ子	 92	 豊
	 〃	 大塩　延子	 88	 益　　貴
	 〃	 深沢ふ 江	 85	 要　　二
	小　　　林	 横山なつ子	 63	 定　　男
	 〃	 初鹿　千江	 96	 安　　彦
	長　　　 	 齊藤　重雄	 82	 浩　　史
	 〃	 志村彦太郎	 87	 渡邉明雄
	青　柳　町	 大木とし江	 91	 誠　　二
	 〃	 堀内　國光	 83	 竹　　子
	平　　　林	 深沢かのゑ	 96	 　　道
	 〃	 秋山よし子	 92	 要
	鰍　沢　南	 大森　秀子	 82	 朝　　男

ひとのうごき（ 6月 1日現在）

人　口	 15,756 人	 （−   4）
　男	 7,675 人	 （＋ 10）
　女	 8,081 人	 （− 14）
世　帯	 6,284 戸	 （＋   2）	 ※ (　) 内は対前月比

おはなし会
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

安岡　晴
はる

日
ひ

くん　6歳（髙下）
　

望月　千
ち
寿
ず

ちゃん
（平成 27年 6月・最勝寺）

深澤　悠
ゆう
真
ま

くん
（平成 27年 6月・長澤）
父　暁さん・母　尚美さん

遠藤　悠
ゆう
隼
と

くん
（平成 26年 7月・小林）
父　翔太さん・母　裕美さん

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　やんちゃで元気な悠隼。こ
れからもたくさん遊んで食べ
て大きくなってね♡

　元気いっぱいに育ってくれ
てありがとう♪これからも笑
顔でいてね☆

　いつもかわいい笑顔をあり
がとう。これからも元気に
育ってね。

文ぶ
ん

化か

ホ
ー
ル
の
舞ぶ

台た
い

鑑か
ん

賞し
ょ
う、〝
ズ
ー

ラ
シ
ア
ン
グ
ラ
ス
〟
を
か
き
ま
し

た
。「
マ
レ
ー
バ
ク
」が
ホ
ル
ン
で

子こ

守も
り

唄う
た

を
吹ふ

い
て
、
他ほ
か

の
動ど
う

物ぶ
つ

が

眠ね
む

っ
ち
ゃ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
政
策
秘
書
課

〒
400−

0592　
電
話
（
0556）

22−7216


